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市内沿岸部の浸水予測について、「ちば市政だより」

（2012年10月15日）で示しています。これによれ

ば、本庁舎敷地は浸水被害がないものと想定されてい

ます。  

本庁舎敷地は、市のハザードマップにおいて「液状化

の危険性が高い」地域とされています。ただし、液状

化対策は十分に可能と考えています。  

本庁舎敷地周辺には、約３ｈａあるみなと公園に加え、

地域防災計画上の関係機関（NHK千葉放送局、日本赤

十字、NTT、東京ガス、東京電力など）や食品コンビ

ナート関連企業が数多く立地しており、これらの企業

や団体と、日常からの連携についても検討していく必

要があると認識しています。 

本庁舎敷地及び周辺エリアの役割を考える上で、重要

な観点と考えております。 

現敷地は、緊急輸送道路に面しているので、非常時に

も自動車交通を優先的に確保できるものと見込んでい

ます。 

また、ＪＲ線、京成線、千葉都市モノレールの各駅か

らアクセス可能な立地であり、利便性の高い立地と

なっています。 

千葉港で耐震強化岸壁を整備しており、地震後でも海

上交通を確保できるものと見込んでいます。 

本庁舎敷地としては、現敷地が最適と考えています。

現敷地が抱えるリスクに対して適切な対策を実施した

上で、本敷地を活用していきたいと考えております。 

液状化が起る可能性はあるが対策は可能という事だ

が、この場所に新庁舎を建設するというのは不安。 

災害時には、物資の置き場や作業スペースなど、屋

内外に広いスペースが必要。駐車場やみなと公園を

防災利用に向け再構築する等、新しい視点が必要。

ただし、平常時の利用も想定し、無駄にならないよ

う計画されるべき。  

交通の要所にあり、地域防災計画にあがるような企

業が集積していることに加え、食品コンビナートが

あるので食料調達も可能ではないか。  

今後、市が用意した論点１を前提に、ハード・ソフ

ト面、職員の訓練対応等の議論を進めていき、今後、

どういう形の防災対策活動や敷地の利活用が可能か、

検討を進めることが重要。  

本庁舎敷地と周辺の敷地をどのように活用するのか。

周辺住民の方がどう思われているのか、どういう機

能を持つべきか、そして防災ネットワークをどう構

築していくのか、これは、この地域だけの議論にと

どまらない。俯瞰したネットワークの中で本庁舎を

位置づけていくことが重要。  

千葉駅からこの地域まで、さらに港までの各エリア

としての関係性づくりや、平常時と非常時の活用可

能性も論点の一つ。  

平常時から顔の見える親しい関係を育むことをエリ

アマネジメントの中に位置づけ、非常時に誰がどの

ような役割を担うか、それを地域の人が知っておく

ことが重要。 

大丸有地区ではトリアージの実験を医師会と協力し

て実施した。災害が発生した際には、野戦病院と化

すことも想定しておく必要があるが、このエリアに

は、医師会や日本赤十字が立地している。医療の機

能は市内に分散して対応するのだろうが、例えばこ

の敷地の駐車場を活用してトリアージすることも考

えられる。  

海に近い立地であり、津波に対する安全性について

説明が必要。  

液状化が起る可能性があるのではないか。  

ライフラインを担う企業が周辺に集積しており、情

報収集には非常に良い立地。  

食品コンビナートとの連携を検討可能。  

周辺の施設等との連携について、平常時と非常時の

活用可能性を検討可能。  

千葉駅～このエリア～千葉みなとまでの各エリアと

の関係性づくりを検討可能。  

空、陸、海の面から災害対策を考えた場合、現敷地

が一番適切。  

陸上交通が遮断された場合でも、海運を利用できる

など、ロジスティクスの面でも利点あり。  

エリアマネジメントは、周辺企業・団体との連携を図

る上で重要な観点だと考えております。 

本庁舎、本庁舎敷地及び周辺エリアが、災害時にどの

ような機能を果たすことができるのか、様々な可能性

を探る必要があると考えています。 

また、非常時に必要なものが平常時においても有効に

機能させる仕組みについても検討する必要があると考

えております。 
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非常時に重要な役割を果たすスペースは、平常時に

どう活用するかが課題。   

非常時の想定をしていても、実際は何が起こるかわ

からない。ある程度の防災機能は必要不可欠だが、

そこに人の力を付加しないといけない。一番強いの

は「人の力」。  

素晴らしい庁舎を建てても、市民に関心を持っても

らえなければお金をかけても無駄になる。コミュニ

ティのブランディングを通じて人と住んでいる町の

絆を強くし、コミュニティに対する意識を向上して

いく必要がある。  

若い人たちがどう生きていきたいのかを理解すれば

東京よりも千葉が好きという感情になる。ブラン

ディングというのは上からではなく、下から自発的

に出来上がっていくものであり、そういったコミュ

ニティの視点も重要。  

本庁舎が市民に対してどのようなサービスを提供し

ていくのか、どのような機能を保有するべきか検討

が必要。  

庁舎は公共性のシンボルである。公共性の意味合い

が、「行政・役所が長く独占するという意味」から

「地域や市民ベースでの公共性という意味」に変化

しているので、現在求められている公共性に見合っ

た新庁舎の建設が問われる。  

アスベストの問題により調査困難なため、昭和６２年

の耐震診断結果を、平成１８年にＩｓ値に置き換えて

計算した結果、Ｉｓ値は0.5となっております。 

「本庁舎整備方策検討基礎調査報告書」では、Ｉｓ値

を0.9にするような改修を想定しました。しかし、「本

庁舎整備方策基礎調査報告書の検証」において、追加

工事等により必要額が変動する恐れがあることが指摘

されています。  

建物の構造（鉄骨造）や築年数などの要因もあり、地

盤のみをもって本庁舎敷地が揺れやすいとは考えてお

りません。 

設計図書によれば、既存庁舎のスラブ厚は110mmに

なっています。  

新庁舎の建物の配置計画や、庁舎規模については非常

に重要な事項と考えております。これらについては、

今後基本計画の議論において検討をお願いする予定で

す。 

市庁舎は千葉市の顔であるので、仮に無駄と思われ

るスペースであっても、働く人の意欲を高める場所

になるのであれば確保し、行政サービスの向上とい

う観点で市民に還元されるのであればよい。市民が

親しみやすい明るいイメージの庁舎を望む。  

高齢化が進む中、モノレール駅から庁舎が遠くなる

と不便になるので配慮が必要。  

事務局が提示した論点１は、委員の考えと概ね同じであることが確認された。  

非常時の本庁舎の役割は、市民の避難場所ではなく、

情報集約・発信拠点のイメージである。一方、市民

が集まる場所として本庁舎ならではの機能がある。

市役所が市民の窓口になっている通常の市と政令指

定都市である千葉市の庁舎の役割は異なる。  

大半の行政機能は区役所で済んでしまうという状況

で、本庁舎がどのような業務を担っているのかを市

民がイメージするのは容易ではない。本庁舎から区

役所への業務移管についても多く議論され、区役所

機能を高めていくという流れになっていく中で、本

庁舎と区役所の役割分担を議論していく必要がある。  

避難場所についても区役所ベースでできることもあ

るだろうが、情報ネットワークや全体統括の面では、

この場所に本庁舎があることの意味が問われる。本

庁舎と区役所の機能の関係、そこに着眼して今後検

討していくことが重要。  

施設の形態によって一部Ｉｓ値が低い部分もある。  

一般の建物と庁舎とでは、耐震補強の必要レベルが

異なる。継続して防災対策をしなくてはならない施

設では、通常の耐震補強の1.5倍の強度が必要であ

るが、現庁舎の大規模改修では、ここまでの耐震性

能を有する改修は不可能ではないか。こうした点も

市民に説明していくことが必要。  

東日本大震災の際の庁舎の被害は実際の震度より大

きい印象をうけるが、揺れやすい地盤が影響してい

るのではないか。  

床スラブが薄いようで、職員数と書類の量を考える

と安全性の低い建物だと思う。改修での対応は難し

いと考える。構造的に弱い建物ではないか。  

平常時の機能と非常時の機能を考えることは、本庁舎

及び本庁舎敷地の機能を考える上で、重要な観点だと

考えております。  

政令指定都市の本庁舎ですので、大きく分けると市民

利用は区役所が中心に、事業者の方や特定の許認可を

要する方の利用は本庁舎が中心となります。 

また、非常時における本庁舎と区役所の役割分担につ

いても、地域防災計画で概ね整理されているものと考

えています。 

平常時・非常時の機能とあわせて、今後の役割分担の

あり方など、検討が必要だと考えております。 

なお、より具体的な内容については、基本計画の議論

において検討をお願いする予定です。 

今回の本庁舎整備事業は、本庁舎という建物に加え、

４ｈａある本庁舎敷地のあり方について検討をお願い

しております。 

そのため、隣接するみなと公園を含む本庁舎敷地周辺

エリアの基本的な位置づけから議論していただいてお

ります。 

本庁舎がこの地に立地して以降、４４年かけて現在の

ような交通網が整備され、地域防災計画上連携する企

業や団体が集積するエリアへと発展してきました。 

今回の本庁舎整備事業をきっかけに、今後の千葉市の

将来に向けてどのようなエリアとして残していくべき

か、それを市民にどのように伝えていくべきかについ

て、検討していく必要があると考えています。 


